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１  　

　（1 ）x 2－6y 2＋x y＋5x＋5y＋6 を因数分解すると （ x－ア y＋イ ）（ x＋ウ y＋エ ） となる。

また，x 2－6y 2＋x y＋5x＋5y＋9＝ 0 を満たす整数の組 （x  ，y） のうち x の値が最も小さく

なるのは （x  ，y）＝（ オカ  ，キ ） である。

　（2 ）△ABCにおいて，AB＝ 5，BC＝ 8，∠ABC＝ 60°とする。このとき，AC＝ ク である。また，

　　△ABCの外接円の半径は ケ コ
サ

である。

　（3 ）実数 x，y  に関する条件 p，q を次のように定める。ただし，a は正の定数とする。

　　　　　p：x 2＋y 2 ≦ a

　　　　　q：|x＋y| ≦ 1 かつ |x－y| ≦ 1

　　　命題「 p ならば q である」が真となるための a の値の範囲は 0 < a ≦ シ
ス
である。
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　（4 ）右図のような道がある。東西の道と南北の道の出会

う地点を交差点と呼び，隣り合う交差点間の道の長さ

はすべて等しいものとする。

　　① 　A地点から C地点を通り B地点へ最短距離で到達

する経路は セソ 通りある。また，A地点から B地

点へ最短距離で到達する経路は タチ 通りある。

　　② 　点 PがA地点からB地点へ次のようにして進む。

　　　 　点 Pは東方向か北方向のいずれかの方向にしか進めない。また，交差点において，東方向か

北方向のいずれか一方にしか進めないときは確率 1でその方向に進み，両方に進めるときはそ

れぞれ確率 1
2 で東方向か北方向に進む。例えば，E地点においては確率 1で北方向に進み，

C地点，D地点においてはそれぞれ確率 1
2 で東方向か北方向に進む。

　　　 　このとき，A地点からD地点を通りB地点へ到達する確率は ツ
テ
であり，A地点からC地

　　　点を通りB地点へ到達する確率は トナ
ニヌ

である。

　　　 　また，点Qが B地点からA地点へ次のようにして進む。

　　　 　点Qは西方向か南方向のいずれかの方向にしか進めない。また，交差点において，西方向か

南方向のいずれか一方にしか進めないときは確率 1でその方向に進み，両方に進めるときはそ

れぞれ確率 1
2 で西方向か南方向に進む。

　　　 　点 PがA地点から，点Qが B地点からそれぞれ同時に出発するとき，点 Pと点Qが出会う

　　　 確率は ネノ
ハヒフ

である。ただし，点 Pの進む速さと点Qの進む速さは同じであり，点 Pと

　　　点Qはそれぞれ一定の速さで静止することなく進むものとする。

北

東

南
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A

B
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D

E

─ 2 ─



２  　

　（1 ）次の表は，あるクラスの生徒 10 人に対して，20 点満点のテストを 2回行い，その得点をまと

めたものである。ただし，テストの得点は整数値である。

1回目 2回目 　1回目のテストについて，平均値は ア 点であり，中央

値は イ ．ウ 点であり，分散は エオ である。

　2回目のテストについて，平均値は 12点，分散は 16で

ある。このとき，A＜ B とすると，生徒 5 の 2 回目の

テストの得点Aは カ 点であり，生徒 9の 2回目のテスト

の得点Bは キク 点である。

　また，1回目と 2回目のテストの得点をそれぞれ 5倍し

て 100 点満点に換算した。このとき，1回目のテストにつ

いて，元の得点と換算後の得点との相関係数は ケ である。

　また，1回目のテストの換算後の得点と 2回目のテスト

の換算後の得点との相関係数は コ ．サシ である。

生徒 1 4 8

生徒 2 7 15

生徒 3 5 9

生徒 4 15 16

生徒 5 2 A

生徒 6 11 12

生徒 7 6 6

生徒 8 8 14

生徒 9 18 B

生徒 10 14 18

　（2 ）放物線 C： y＝ 4 x 2  と直線 l： y＝ 4 x＋3 がある。放物線 C と直線 l との交点をそれ

ぞれ A，B とする。ただし，点 A の x 座標は点 B の x 座標より小さい。このとき，

　　 A ( スセソ ，タ )， B ( チツ ，テ ) である。放物線 C 上の点で，x 座標が －1 となる点を Pと
　　 する。点 Pを通り△PABの面積を 2 等分する直線の方程式は y＝ ト

ナ
x＋ ニヌ

ネ
である。
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３  　

　（1 ）右図において，2 点 A，B の座標は，それぞれ

A（ 0，2），B（ 10，2）である。このとき，OA＝2 cm，

AB＝10 cmとする。

　　 　点 Cの x 座標は点 Bの x 座標と同じであり，点 C

の y 座標は点 Bの y 座標より大きい。また，点 Dの

y 座標は点 Cの y 座標と同じであり，点Dの x 座標

は点 C の x 座標より小さい。4 点 A，B，C，D を結

んでできる四角形 ABCD において，AD＝10 cm，

DC＝4 cm とする。

　　 　2点 P，Qは点Aから同時に出発し，四角形ABCDの辺上を移動する。点PはA，B，C，D，A

の順で毎秒 1 cmの速さで移動し，再び点Aに戻ってくると移動するのをやめる。点QはA，D，

C，B，Aの順で毎秒 2 cmの速さで移動し，再び点Aに戻ってくると移動するのをやめる。

　　① 　点 Cの座標はC（ アイ ，ウエ ）であり，2点A，Dを通る直線の方程式は

　　　y＝ オ
カ
x＋キ である。また，点 P と点 Q が重なる点のうち，点 A以外の点の座標は

　　　 ( クケ ， コサ )である。

　　② 　2 点 P，Qを結ぶ線分が，四角形ABCDの面積を初めて 2等分するのは，2点 P，Qが点A

　　　を出発して シス
セ

秒後である。

　（2 ）AB＝12 cm，BC＝BD＝6 cm，∠ABC＝∠ABD＝∠CBD＝90°である三角錐ABCDについて，

△ACDの面積は ソタ cm2 である。点 Bから△ACDに垂線を下ろし，△ACDとの交点をHと

する。このとき，BHの長さは チ cmである。また，三角錐ABCDに内接する球の半径の長さは

　　 ツ
テ
cmである。

　　 　さらに，辺BA，辺 BC，辺 BDの 3つの中点を通る平面を P とする。三角錐ABCDに内接す

る球を平面 P で切断したときの切り口の面積は ト πcm2 となる。ただし，πは円周率とする。
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４  　

　 　右図のように，点Oを中心とし，線分ABを直径と

する半径 3 cm の円がある。円周上に点A，Bと異な

る点 Cをとり，点 Bと結ぶ。このとき，線分 BCの長

さは 4 cm とする。線分 BCの中点をDとし，点 Cを

含まない弧 AB 上に点 Eをとり，点 Cと結ぶ。線分

ECが線分AB，ADと交わる点をそれぞれF，Gとする。

点 Gが線分 EC の中点であるとき，次の（1）～（3）

の問いに答えよ。

　（1 ）△BDA∽△EACを証明せよ。

　（2 ）線分AEの長さを求めよ。

　（3 ）四角形AEBCの面積を求めよ。
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─ 5 ─



【 計算用紙 】
（必要に応じて使用すること）
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